
病 院 受 付 TEL .0265-23-3115  FAX.0265-23-3129
地域連携室 TEL .0265-23-3269 FAX.0265-23-3198

外来診療体制表
2023年12月1日 第5土曜日休診

〒395-8522
　長野県飯田市鼎中平1936

小林 奈津子
（消化器内科）

牛山 雅夫（11時迄）
（脳神経内科）

前澤 浩（第2週）

吉長 恒明
（第1･3･5週）

湯澤 千波
（第2･4週）

伊壷友希/鷲見順教

八木 ひかる
北原 明倫

塚平 俊久（第3週）
清水 信明（第3週）

牧内 雅信
小平 睦月（第2･4週 ）

清水 信明
（第1･2･4･5週）

塚平 俊久
小林　奈津子
関口 恭弘

塚平 俊久
牛山 雅夫（月１回）

牛山雅夫/吉見大輔
八木 ひかる（月2回）

前澤 浩
原 悠太
横田 昌

（第1・2・4・5週）

熊谷 悦子（ＤＭ）
（第2･3･4･5週）

原 悠太（第1・3週）
福村 直毅

平林 直章
北原 正和
（第2･3･4週）

服部 美秀
服部 美秀
服部 美秀

北原 正和
（第1・3・5週）

北原 正和

津澤 豊一

赤澤 智之
（第1・2・4・5週）

津澤 豊一
熊谷 嘉隆

本田 晴康
（第3、偶数月）

赤澤 智之
（第3、奇数月）

本田晴康（第2・4週）
熊﨑 匠
矢高 森人

矢高 森人

和田　浩

和田 浩
八木 ひかる

月

鷲見 順教

伊壷 友希

当日受付①

当日受付②

当日受付③

当日受付④

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

当日受付

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

当日受付

予約診療

予約診療

予約診療

小平 睦月
（第１・5週）

塚平 俊久

熊谷 悦子

熊﨑 匠

矢高 森人

和田 浩

和田 浩

火

牧内 雅信（11時迄）
（循環器内科）

吉見 大輔

伊壷 友希

平林 直章

牧内 雅信
小平 睦月

関口 恭弘

熊谷 悦子
（ＣＡＰＤ）第1・3週
（ＨHＤ）第2・4週

北原 正和

北原 正和

赤澤 智之本田 晴康

本田 晴康
本田 晴康
赤澤 智之

熊谷 嘉隆（第5週）

熊﨑 匠

矢高 森人

和田　浩

和田　浩

水

小平 睦月
（循環器内科）

平林 直章
（第1・3・4・5週）

北原 明倫

北原 明倫

牧内 雅信

塚平 俊久
関口 恭弘

牛山 雅夫

熊谷 悦子
（第1・2・3・5週は
ＣＫＤ外来あり）

前澤 浩

交代制

林 誠一（振動病）
（第1･2･3･4週）

木

原 悠太
（腎臓内科）

横川 清

北原 明倫

牛山 雅夫

牛山 雅夫

津澤 豊一

津澤 豊一

熊﨑 匠

塚平 俊久
（消化器内科）

金

八木 ひかる

牧内 雅信

牛山 雅夫

北原 正和

土

交代制

清水 信明（第４週）

塚平 俊久
（第4週）

熊谷 悦子（第1週）

服部 美秀（月１回）

休診

本田 晴康（第3週）

熊﨑 匠（第2・4週）

和田 浩
（予約のみ）月2回

内科

循環器

消化器内科

脳神経内科

呼吸器内科

腎・内分泌

嚥下外来
整形内科

もの忘れ

精神科

脳神経外科

外科

乳腺

肛門外来

もの忘れ

泌尿器科

形成外科

小児科

禁煙外来

午前

午後

夜間

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午後

午前

午前

午後

午前

午後

午前

午後

夕方

午前

午後

午後

午後

午前

午前

午後

午前

午後

夕方

午前

吉見 大輔

予約診療

八木 ひかる
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1997
かやの木診療所
開設

当時の医局の様子（1987）

（職員551名）

健 和 会 病 院
K E N W A K A I  H O S P I T A L

Summary of  1 9 7 3 -2 0 2 3

年の歩み
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健和会病院に勤めて、諸先輩方に助けられながら早30年
になります。現在は30年前に比べ、医療・介護のニーズは
増え、多様化、複雑化してきていますが、人も財源も限ら
れ、働く仲間たちの疲弊感をひしひしと感じることがあ
ります。これは日本中の看護・介護現場で起きている事
です。疲弊感を持ちながらではいい看護介護は提供でき
ません。だからこそ人員増、処遇改善、社会保障拡充の運
動が大切です。石垣靖子先生の講演で「人を大切にする
組織であること、病院に大切にされているという思いが
患者さんを大切にし、成長できる」という話がありました。
まさに今、健和会病院に求められることではないでしょ
うか。私も、自分自身と働く仲間を大切しながら、よりよ
い看護が提供できるようにしていきたいと思います。

療養病棟

嶋 ひさ江

健和会で
働き続けて

売店ひまわり

関 佐紀子

私が健和会に入職し13年となりましたが、介護の仕事を
させていただく中で、待つことの大切さを学びました。利
用者さんのペースに合わせて待つことは、変化に気づく
事ができ、観察することで何が必要で何を求めているの
かを知る近道だと思います。自立支援をするにも、思いや
りや信頼関係が大切ですし、そのためにも、利用者さん
のことを知ることが大切と考えます。利用者さんがどん
な状況、状態になっても納得した日々を過ごせるように、
その人らしい「暮らし」や「生活」を支えていけたらと思っ
ております。介護という仕事は自分が人として大きく成
長できる場であると感じており、介護の仕事をしている
ことを誇りに思います。　そしてこれからも健和会病院
の介護事業所の職員として考え行動できる職員であり
たいと考えております。

健和会
デイサービスセンター

宇佐美 奈美子

私は卒後14年目に信州大学外科を辞して当院に就職しま
した。就職して驚いたことは手術を始め外科診療が大学
の関連病院と遜色なく行われていることでした。症例も多
く、大変やりがいを感じたことを思い出します。上司の先
生方からのご指導、新たな技術を求めて他院での研修、新
たな術式の導入等々と楽しい日々でした。現在は肛門診
療を中心に飯田下伊那のみならず上伊那の病院からも紹
介を頂いて手術を中心とした診療を行っています。就職
後26年、この間多くの職員の手術も担当し、また一人の患
者さんに複数回の手術をしたり、更に同一家族内の手術
を担当させていただいたりと長く勤めることで信頼を頂
いてきたのかなと感謝しています。外科医冥利に尽きるこ
とです。愛する健和会外科の更なる発展のため皆様のご
協力を頂きながらまだまだ頑張ろうと思います。

外科医

本田 晴康

入職から回復期リハビリテーション病棟を経験し、現在
は訪問リハビリテーションに所属しています。在宅分野
で働く中で多職種連携の重要性を実感していますが、健
和会病院は院内で様々な分野があるので連携が図りや
すいように感じています。
利用者さんに関わる中では、運動だけでなくリハビリの
一環で作品を作って作品展へ出展したり、買い物の練習
や障碍者スポーツへの参加などの取り組みも行ってお
り、小さなことでも「できた！」という成功体験を一緒に
共有できることがとてもうれしいです。
これからも利用者さんと一緒にいろいろな経験をしなが
らより良い在宅生活を送るためのサポートができればと
思っています。

いろいろな
経験をしながら
成功体験を一緒に

健和会病院での
外科医人生

創立50周年、誠におめでとうございます。日頃よりワー
カーズコープながのの事業運営に多大なご協力をいた
だき深く感謝申し上げます。
健和会病院さんとは1986年振動病患者の就労の受け皿
として洗濯業務を開始し、現在では院内洗濯・デイケア
送迎・駐車場案内を委託業務として受託し病院との連携
を大切に日々の業務に励んでおります。労協ながのは4
月より「労働者協同組合ワーカーズコープながの」に名
称変更をし、名実ともに協同組合の仲間入りを致しまし
た。引き続き病院職員の皆さんや地域の皆さんとの交流
を深め地域医療の手助けができればと存じます。厳しい
社会情勢の中ではありますが今後とも皆さんとの連携
を賜れる様ご支援賜りたくお願い申し上げます。

労働者協同組合

ワーカーズコープ
ながの一同

職員になってから5年とちょっと、伊那谷友の会の各地
の班会に何度も参加させていただきました。どの班会に
お伺いしても、その地域の皆さんが若造の自分をあたた
かく迎え入れてくださり、一緒にお茶を飲みながら当院
にまつわる思い出話や率直な意見を聞かせてくださいま
した。当院が50周年を迎えられたのも、こうして支えてく
ださる地域の皆さんのお陰なのだと実感しています。
現在、厳しい診療報酬改定が繰り返されており、当院の
経営においても病院の建て替えや、医師の働き方改革な
どの課題が山積みになっております。
困難な状況でも、地域を向いた医療活動を続け、地域の
皆さんとともに次の50年を目指せると信じております。

外来医事課

和田 拓也

臨床検査技師として働き始めた30数年前と今とでは、仕
事の内容は劇的な進化をとげてきたと感じます。
紙カルテの時代、検査結果は複写式の伝票に手書きが基
本で、生化学データーはドット式プリンターで印字して
報告していました。生化学分析装置が入り始めた頃でし
たが、結果が出せる項目も多くなく、電解質は炎光光度
計やイオン電極計を使い、またピペットを使い検体と試
薬を反応させる比色法も大活躍しており、1件1件用手法
で測定していました。電子カルテとオーダーリングシス
テムが入ったことで、検査業務の多くを占めていた事務
的作業から解放され省力化が進み、正確性と安全性が格
段に向上しました。職人技は消えていきましたが、「検査」
の職人魂は引き継がれていってほしいです。

検査科

伊坪 哲也

「検査」の
職人魂の引き継ぎ

石垣靖子…北海道医療大学名誉教授 ホスピスケア先駆者

健和会病院の売店に勤め始めてからいつの間にか20年
以上になり、気が付くと毎日飛び込んできてくれる職員
は孫たちの世代。ラーメンだけ買っていく子にはつい「お
かずは？サラダは？」と声をかけたりしますが、若者たち
は懸命に働く姿を見せてもくれます。「きょうは、患者さ
んがほめてくれたんだよ。あんたの顔見ると元気が出る
よ、って」満面の笑顔です。「ガンが再発して…」という方
も来られます。「私も乳がんになったとき、和田穆先生に
言われた。病気を治すのは、治そう！というあなたの気持
ちだ」と。「そうだね。気持ちが大事だね」と明るい顔にな
る方を見るとホッとします。「働く者の病院を！」と作られ
て50年、健和会病院の片隅でその火を守り続けたいと思
う毎日です。

在宅リハビリテーション科

酒井 素子

交流を深め、
手助けを続ける地域の皆さんとともに

次の50年を目指して

利用者さんの
暮らしや生活支える
職員でありたい

応援
ばあちゃん



健和会は、1973年12月3日に、医師1名、職員12
名、24床の和田病院としてスタートしました。
それから50年がたち、現在では1病院（189床）、
2診療所、他計6施設、医師26名、職員551名と
なりました（2023年12月1日現在）。地域医療
に一定の役割を果たしているものと自負して
います。
また、私たちは、「命の平等」を掲げ、差額ベッド
料を取らない、無料低額診療の実施、困難を抱
えた方々への支援、制度の矛盾をただすための
活動にも取り組んできました。
この50年の、特に後半は政府の医療費抑制政
策が強まる中で、苦難の連続でした。そんな中
でもなんとかこれまでやってこれたのは、地域
の医療・介護施設との連携、職員の奮闘、そして
なにより伊那谷健康友の会をはじめとする地
域の皆様のご支援によるものと感じています。
今後ともよろしくお願いします。
なお、現在「50年誌」を編集中であり、50周年記
念行事も考えています。



病 院 受 付 TEL .0265-23-3115  FAX.0265-23-3129
地域連携室 TEL .0265-23-3269 FAX.0265-23-3198

外来診療体制表
2023年12月1日 第5土曜日休診

〒395-8522
　長野県飯田市鼎中平1936

小林 奈津子
（消化器内科）

牛山 雅夫（11時迄）
（脳神経内科）

前澤 浩（第2週）

吉長 恒明
（第1･3･5週）

湯澤 千波
（第2･4週）

伊壷友希/鷲見順教

八木 ひかる
北原 明倫

塚平 俊久（第3週）
清水 信明（第3週）

牧内 雅信
小平 睦月（第2･4週 ）

清水 信明
（第1･2･4･5週）

塚平 俊久
小林　奈津子
関口 恭弘

塚平 俊久
牛山 雅夫（月１回）

牛山雅夫/吉見大輔
八木 ひかる（月2回）

前澤 浩
原 悠太
横田 昌

（第1・2・4・5週）

熊谷 悦子（ＤＭ）
（第2･3･4･5週）

原 悠太（第1・3週）
福村 直毅

平林 直章
北原 正和
（第2･3･4週）

服部 美秀
服部 美秀
服部 美秀

北原 正和
（第1・3・5週）

北原 正和

津澤 豊一

赤澤 智之
（第1・2・4・5週）

津澤 豊一
熊谷 嘉隆

本田 晴康
（第3、偶数月）

赤澤 智之
（第3、奇数月）

本田晴康（第2・4週）
熊﨑 匠
矢高 森人

矢高 森人

和田　浩

和田 浩
八木 ひかる

月

鷲見 順教

伊壷 友希

当日受付①

当日受付②

当日受付③

当日受付④

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

当日受付

予約診療

予約診療

予約診療

予約診療

当日受付

予約診療

予約診療

予約診療

小平 睦月
（第１・5週）

塚平 俊久

熊谷 悦子

熊﨑 匠

矢高 森人

和田 浩

和田 浩

火

牧内 雅信（11時迄）
（循環器内科）

吉見 大輔

伊壷 友希

平林 直章

牧内 雅信
小平 睦月

関口 恭弘

熊谷 悦子
（ＣＡＰＤ）第1・3週
（ＨHＤ）第2・4週

北原 正和

北原 正和

赤澤 智之本田 晴康

本田 晴康
本田 晴康
赤澤 智之

熊谷 嘉隆（第5週）

熊﨑 匠

矢高 森人

和田　浩

和田　浩

水

小平 睦月
（循環器内科）

平林 直章
（第1・3・4・5週）

北原 明倫

北原 明倫

牧内 雅信

塚平 俊久
関口 恭弘

牛山 雅夫

熊谷 悦子
（第1・2・3・5週は
ＣＫＤ外来あり）

前澤 浩

交代制

林 誠一（振動病）
（第1･2･3･4週）

木

原 悠太
（腎臓内科）

横川 清

北原 明倫

牛山 雅夫

牛山 雅夫

津澤 豊一

津澤 豊一

熊﨑 匠

塚平 俊久
（消化器内科）

金

八木 ひかる

牧内 雅信

牛山 雅夫

北原 正和

土

交代制

清水 信明（第４週）

塚平 俊久
（第4週）

熊谷 悦子（第1週）

服部 美秀（月１回）

休診

本田 晴康（第3週）

熊﨑 匠（第2・4週）

和田 浩
（予約のみ）月2回

内科

循環器

消化器内科

脳神経内科

呼吸器内科

腎・内分泌

嚥下外来
整形内科

もの忘れ

精神科

脳神経外科

外科

乳腺

肛門外来

もの忘れ

泌尿器科

形成外科

小児科

禁煙外来

午前

午後

夜間

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午後

午前

午前

午後

午前

午後

午前

午後

夕方

午前

午後

午後

午後

午前

午前

午後

午前

午後

夕方

午前

吉見 大輔

予約診療

八木 ひかる
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